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一　

歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た

昭
和
天
皇

　

前
回
、
三
重
県
の
天
皇
巡
幸
へ
の
反
対

ビ
ラ
を
紹
介
し
た
が
、
一
九
五
一
年
一
一
月

の
昭
和
天
皇
の
京
都
巡
幸
は
、
新
聞
報
道

な
ど
と
違
っ
て
、
実
際
に
は
あ
ま
り
歓
迎

さ
れ
て
い
な
い
。『
特
審
月
報
』に
よ
る
と
、

一
一
月
三
日
付
け
の
『
神
戸
新
聞
』
に
は
、

朝
鮮
人
団
体
が
「
十
一
月
の
天
皇
陛
下
関

西
巡
幸
を
機
会
に
、
け
っ
起
す
る
気
配
が

濃
い
の
で
国
警
大
阪
管
区
本
部
で
は
厳
重

警
戒
に
当
た
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
記

事
が
載
っ
て
い
る
。

　

一
一
月
一
一
日
付
け
の
『
毎
日
新
聞
（
大

阪
版
）』
に
は
、「
水
谷
（
長
三
郎
ー
引
用
者
）

代
議
士
襲
撃
は
計
画
的
犯
行
」と
し
て
、「
京

都
の
国
際
青
年
デ
モ
の
暴
行
事
件
に
つ
き
、

京
大
生
な
ど
の
逮
捕
状
を
請
求
。
追
求
中

の
京
都
市
警
々
備
課
で
は
、
十
日
首
謀
容

疑
の
京
大
文
学
部
学
生
小
畑
哲
雄
（
二
五
）

を
京
大
前
で
逮
捕
」
し
、「
水
谷
代
議
士
宅

暴
行
事
件
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
、
共
犯
学
生
数
名
の
逮

捕
状
を
請
求
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
事
件

で
の
小
畑
氏
の
逮
捕
は
、
本
誌
で
小
畑
氏

も
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
フ
レ
ー
ム
ア
ッ

プ
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
同
日
付
け
の
同
紙
に
よ
る
と
、

「
拒
否
ビ
ラ
強
制
撤
去
へ
」
と
し
て
、「
十
二

日
朝
陛
下
の
京
都
市
役
所
巡
幸
に
際
し
、

同
市
職
員
組
合
は
お
出
迎
え
も
せ
ず
、
玄

関
の
労
組
宣
伝
掲
示
ア
ジ
ビ
ラ
な
ど
も
一

切
撤
去
し
な
い
と
頑
張
り
続
け
て
お
り
、

高
山
（
義
三
―
引
用
者
）
市
長
の
警
告
に

も
そ
の
態
度
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
十

日
夜
は
徹
夜
で
組
合
員
数
名
が
掲
示
板
に

座
り
込
ん
だ
。
一
方
十
一
日
朝
十
一
時
か

ら
国
警
県
本
部
で
田
中
警
察
部
長
と
狭
間

市
職
員
局
長
と
が
会
見
、
ビ
ラ
撤
去
問
題

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
組
合
側
が
あ

く
ま
で
撤
去
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
強
制

撤
去
の
態
度
を
決
定
し
た
」。

　

翌
一
二
日
、「
午
後
三
時
、
市
理
事
者
側

が
市
警
か
ら
警
官
一
個
小
隊
の
出
動
を
求

め
強
制
退
去
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
職

組
執
行
委
員
会
は
善
後
策
を
協
議
、
お
出

迎
え
拒
否
」
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
れ
に

加
え
て
、「
同
夕
五
時
頃
、
木
俣
、
小
西
、

梅
林
の
民
統
三
議
員
は
高
山
市
長
を
公
舎

に
訪
れ
面
会
の
上
抗
議
を
申
し
込
ん
だ
が
、

物
わ
か
れ
の
ま
ゝ
午
後
七
時
退
去
し
」
て

い
る
。

　

一
方
、
同
日
、「
陛
下
巡
幸
の
沿
道
一
帯

に
朝
鮮
解
放
救
援
会
そ
の
他
の
労
組
」
が
、

「
ビ
ラ
の
天
覧
戦
術
」
を
行
う
と
京
都
市
警

は
聞
き
込
み
、「
十
一
日
朝
、
管
内
各
署
に

対
し
広
告
条
例
に
基
き
適
切
な
処
置
を
講

ず
る
よ
う
に
」
指
令
し
て
い
る
。「
市
警
側

の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
十
日
夜
朝
鮮
解

放
救
援
会
が
府
都
市
計
画
課
に
「
朝
鮮
停

戦
問
題
」
な
ど
、
十
一
種
類
一
万
五
千
枚

の
ビ
ラ
貼
付
の
申
請
を
行
い
、
許
可
を
う

け
た
事
実
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
」（『
大

阪
新
聞
』）。

　

こ
の
よ
う
に
騒
然
と
し
た
な
か
、
昭
和

天
皇
は
京
都
に
来
る
の
だ
が
、
事
件
の
直

後
に
出
さ
れ
た
、
日
本
青
年
祖
国
戦
線
戦

線
全
国
委
員
会
の
『
青
年
祖
国
戦
線
』
の

一
八
号
は
、「
京
大
事
件
」
特
集
を
行
っ
て
、

こ
の
頃
の
様
子
を
書
い
て
い
る
（
榎
並
公

雄
氏
所
蔵
、
以
下
特
に
断
り
の
な
い
も
の

は
同
氏
所
蔵
）。

　

同
誌
は
ま
ず
、
巻
頭
言
の
「
京
大
事
件

に
さ
い
し
全
日
本
の
青
年
に
訴
え
る
」
の

な
か
で
、「
島
津
製
作
所
で
は
、
賃
上
げ

要
求
を
闘
っ
て
い
る
労
働
者
の
ひ
ど
い
生

活
に
は
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
会
社
側
の
、

天
皇
を
迎
え
る
た
め
補
修
費
は
五
百
万
円

に
の
ぼ
り
、
十
一
日
夜
、
市
警
が
市
役
所

の
職
員
壁
新
聞
を
、
む
り
や
り
も
ち
さ
り
、

京
都
大
学
に
は
、
同
学
会
執
行
委
員
の
逮

捕
、
文
化
祭
の
禁
止
、
原
爆
展
開
催
の
妨

害
な
ど
が
つ
ゞ
い
た
」
と
、
そ
の
険
悪
な

雰
囲
気
を
伝
え
て
い
る
。

　

同
誌
の
「
京
都
に
捲
き
起
こ
っ
た
平
和

の
歌
声
」
と
い
う
ル
ポ
で
は
、
京
都
の
市

民
が
、
い
か
に
天
皇
を
迎
え
る
の
に
、
無

関
心
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。

作
者
は
、「
あ
の
街
こ
の
道
に
感
激
は
溢
れ

て
」「
京
都
全
市
は
歓
呼
に
沸
い
た
」
と
い

う
一
三
日
の
夕
刊
各
紙
の
報
道
を
批
判
し

て
、
市
井
の
人
た
ち
の
声
を
聞
い
て
回
る
。

五
○
年
配
の
男
性
の
「
天
皇
は
何
と
か
か

ん
と
か
い
っ
て
も
戦
争
犯
罪
人
じ
ゃ
な
い

で
す
か
」
と
い
う
声
を
聞
き
出
し
て
い
る
。

ま
た
ル
ポ
で
は
、
労
働
組
合
、
学
生
た
ち

は
、「
特
に
京
都
で
平
和
擁
護
運
動
の
中
心

と
な
っ
て
い
る
京
大
、
島
津
製
作
所
、
飯

野
産
業
に
巡
幸
す
る
こ
と
に
、
そ
の
目
標

が
端
的
に
現
れ
て
お
り
「
強
い
平
和
運
動

の
鎮
撫
の
た
め
で
は
な
い
か
」（『
学
園
新

聞
』
一
一
月
一
二
日
）」
と
い
う
主
張
も
紹

介
し
て
い
る
。
こ
の
ル
ポ
に
は
、
一
二
日

の
天
皇
事
件
の
現
場
報
道
も
書
か
れ
て
い

る
が
、
紙
数
の
関
係
で
省
略
す
る
。

党
府
政
の
徹
底
的
な
批
判
者
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

78
年
11
月
か
ら
は
毎
号
８
頁
建
て
に
踏

み
切
り
、
い
く
つ
か
の
新
連
載
を
始
め
た
。

「
黒
の
人
脈

松
本
明
重
の
巻
」
は
知
事

選
で
も
暗
躍
し
た
謀
略
的
人
物
を
徹
底
究

明
。
新
設
の
芸
能
ペ
ー
ジ
で
は
チ
ャ
ン
バ

ラ
ト
リ
オ
（
吉
本
興
業
）
の
山
根
伸
介
師

匠
が
「
私
を
斬
っ
た
１
０
０
人
」
を
連
載
、

爆
笑
秘
話
は
好
評
だ
っ
た
。
山
根
氏
は
わ

が
家
の
近
く
に
在
住
、
月
２
回
ほ
ど
夜
、

原
稿
の
受
け
取
り
に
行
き
、
酒
を
酌
み
交

わ
し
た
。
全
く
違
う
世
界
の
人
と
の
付
き

合
い
は
楽
し
く
、
時
に
は
わ
が
家
に
も
招

い
て
酒
宴
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
遊
と
な
っ

た
。79

年
１
月
か
ら
は
蜷
川
さ
ん
の
「
虎
三

の
言
い
た
い
放
題
」
連
載
が
始
ま
っ
た
。

知
事
退
任
後
、
蜷
川
さ
ん
へ
の
執
筆
依
頼

は
新
聞
・
雑
誌
数
十
社
か
ら
殺
到
し
た
と

い
う
中
で
、下
鴨
の
家
を
訪
ね
た
私
に
「
民

報
読
者
に
は
選
挙
の
た
び
に
世
話
に
な
っ

た
の
で
、
ご
恩
返
し
の
意
味
で
毎
週
書
か

せ
て
も
ら
う
」
と
快
諾
さ
れ
た
。
途
中
、

眼
の
手
術
で
休
載
は
あ
っ
た
も
の
の
、
80

年
12
月
ま
で
毎
週
書
き
続
け
、
絶
筆
も
連

載
の
原
稿
だ
っ
た
。

毎
週
８
頁
化
は
私
た
ち
の
長
年
の
悲
願

だ
っ
た
。
ロ
ー
カ
ル
週
刊
紙
と
し
て
の
魅

力
あ
る
紙
面
が
一
応
「
完
成
」
し
た
よ
う

に
私
に
は
思
え
た
。
部
数
も
７
万
部
に

迫
っ
て
い
て
、
若
い
記
者
た
ち
は
意
気
盛

ん
で
あ
っ
た
。

（
以
下
次
号
）

京
大
天
皇
事
件
の
こ
と

今
西

一
（
小
樽
商
科
大
学
特
任
教
授
）
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二
事
件
は
計
画
的
か

自
然
発
生
的
か

　

ま
た
『
特
審
月
報
』
に
戻
る
が
、
一
一

月
一
五
日
付
け
の
夕
刊
『
フ
ク
ニ
チ
』
に

は
、「
党
員
が
京
大
生
を
指
導
、
天
皇
制
打

倒
運
動
を
企
図
」
と
し
て
、「
取
調
べ
当
局

の
情
報
に
よ
れ
ば
、
天
皇
関
西
御
旅
行
前

の
十
月
末
、
日
共
関
西
地
方
委
員
会
か
ら

「
天
皇
巡
幸
に
対
す
る
闘
争
」
指
令
が
出
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
と
す
る
記
事
が

載
っ
て
い
る
。
こ
の
一
○
月
末
の
指
令
は

未
見
で
あ
る
が
、
前
回
紹
介
し
た
「
宮
内

庁
行
幸
啓
昭
和
二
十
六
年
総
理
府
公
文

巻
十
四
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
に
は
、

次
の
よ
う
な
文
書
が
あ
る
。

　

昭
和
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日

法
務
府
特
別
審
査
局
（
調
）　

日
共
府

委
緊
急
通
達
（
二
六
・
一
一・
一
六
）

〝
全
党
は
京
大
の
英
雄
的
大
闘
争
を

支
持
せ
よ
〟
要
旨

一
、
京
大
を
中
心
と
す
る
自
由
を
守

る
斗
い
は
米
帝
（
ア
メ
リ
カ
帝
国

主
義
―
引
用
者
）
及
び
吉
田
（
茂

―
引
用
者
）
を
中
心
と
す
る
反
動

勢
力
に
大
打
撃
を
与
え
た
。

二
、
労
組
の
実
力
斗
争
を
強
化
し
て

京
大
に
集
中
し
た
敵
の
刃
を
味
方

の
主
勢
力
で
あ
る
労
働
者
の
斗
い

に
移
す
。

三
、
敵
は
事
件
を
デ
ッ
チ
あ
げ
る
可

能
性
が
あ
る
。
幹
部
の
防
衛
に
注

意
せ
よ
。

　

こ
れ
は
事
件
後
の
京
都
府
委
員
会
の
通

達
で
あ
る
が
、「
一
一・
一
四
大
阪
で
関
西

地
方
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
開
か
れ
、
当
面
の
斗

争
方
針
を
決
定
し
た
右
方
針
に
関
す
る
通

達
を
入
手
し
て
い
る
」
と
し
て
―
そ
の
要

旨

一
、十
一
月
斗
争
の
勝
利
、
京
大
の
斗

争
は
偉
大
で
英
雄
的
で
あ
っ
た
。
二
、
京

大
事
件
を
全
国
的
に
拡
大
し
、
国
際
的
問

題
に
発
展
せ
し
め
よ
。
三
、
水
長
（
水
谷

長
三
郎
―
引
用
者
）
は
実
力
で
粉
砕
さ
せ

た
四
、
自
由
と
平
和
を
守
る
斗
い
は
実
力

以
外
に
な
い
。
こ
こ
に
新
綱
領
（
五
一
年

綱
領
―
引
用
者
）
の
精
神
が
あ
る
。

と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
法
務
省
特
別
審

査
局
や
警
察
、
政
府
な
ど
は
京
大
天
皇
事

件
に
対
し
て
、
共
産
党
の
「
陰
謀
」
説
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
事
件
の
当
事
者
た
ち

は
、「
偶
発
」
性
を
強
調
し
て
い
る
。
京
都

大
学
職
員
組
合
特
別
調
査
委
員
会
の
『
京

大
天
皇
事
件
調
査
報
告
』（
一
九
五
一
年

一
二
月
廿
日
）
と
い
う
文
書
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
ま
ず
一
一
月
六
日
に
、
市
警
本
部

長
お
よ
び
川
端
警
察
署
長
と
京
都
大
学
学

長
、
補
導
部
長
、
学
生
課
長
と
の
会
見
が

持
た
れ
、
一
二
日
の
天
皇
の
訪
学
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
取
り
決
め
ら
れ
た
と
し

て
い
る
。

一
、
交
通
整
理
の
為
、
一
ヶ
分
隊
（
制

服
一
一
名
）
及
び
天
皇
の
身
辺
警

備
の
為
、私
服
若
干
名（
約
二
○
名
）

を
当
日
学
内
に
入
れ
る
こ
と

二
、
奉
迎
線
は
大
学
当
局
が
定
め
、

学
生
の
行
動
に
対
す
る
責
任
は
大

学
が
と
る
こ
と

三
、
学
外
の
奉
迎
人
を
奉
迎
の
列
に

加
え
な
い
こ
と

四
、
大
衆
の
行
動
が
騒
擾
的
と
な
り
、

大
学
当
局
に
よ
る
奉
迎
場
内
の
整

理
不
可
能
の
段
階
に
達
し
た
場
合
、

こ
の
騒
擾
を
誘
起
せ
し
め
た
者
の

氏
名
が
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
、
予

め
手
段
を
講
ず
る
と
い
う
形
態
で
、

大
学
当
局
は
警
察
当
局
に
協
力
す

る
こ
と
。

　

報
告
書
は
、「
こ
の
協
議
の
際
、
天
皇
来

学
時
に
何
ら
か
の
歌
が
歌
わ
れ
、
プ
ラ
カ
ー

ド
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
予
想
さ

れ
て
い
た
」
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
行
動
に
対
す
る
具
体
的
な
対
策
は
、「
特

に
問
題
」
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い

る
。
た
だ
、警
察
当
局
は
一
一
月
七
日
の「
水

谷
氏
宅
投
石
事
件
、
天
皇
に
対
す
る
同
学

会
の
質
問
状
呈
出
、
更
に
一
一
月
九
日
同

学
会
が
大
学
当
局
に
対
し
て
行
っ
た
天
皇

来
学
当
日
の
警
官
入
構
拒
否
に
よ
り
、
状

勢
を
不
穏
と
判
断
し
、
一
一
月
一
○
日
頃

（
日
は
不
明
確
）
臨
時
予
備
隊
を
編
成
し
」

た
。一

二
日
当
日
は
、「
警
察
当
局
は
、
同
学

会
が
学
長
の
面
会
を
拒
否
さ
れ
た
事
実
及

び
プ
ラ
カ
ー
ド
の
作
成
な
ど
の
情
報
に
よ

り
、
情
勢
悪
化
と
判
断
し
」、
そ
の
対
策
を

市
警
当
局
か
ら
川
端
署
長
に
電
話
で
伝
達

し
、
署
長
は
補
導
部
長
に
連
絡
し
た
。
そ

の
場
合
の
「
最
悪
事
態
」
と
は
、「
御
通
路

1951 年 11 月 12 日、京大を訪れた天皇に学生た
ちは公開質問状を発し「平和の歌」で迎えた（京
大吉田分校正門前）
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に
学
生
が
座
り
込
む
等
の
事
態
」
で
あ
っ

た
が
、
大
学
当
局
は
、
そ
の
予
想
を
否
定

し
て
い
る
。
し
か
し
、「
来
学
当
日
の
京
都

大
学
警
備
の
最
高
指
揮
者
は
総
務
部
長
で

あ
っ
た
」
が
、
警
察
は
「
前
掲
の
予
備
隊

と
し
て
四
○
○
人
を
近
衛
中
学
に
待
機
せ

し
め
た
」。

　

報
告
書
は
、「
正
門
守
衛
」
の
証
言
と
し

て
、「
午
後
一
時
八
分
頃
、
同
学
会
が
分
校

（
本
部
構
内
真
南
隣
、
元
三
高
）
に
て
開
催

予
定
し
、
大
学
当
局
に
そ
の
許
可
を
申
請

中
で
あ
っ
た
原
爆
展
が
不
許
可
に
な
っ
た

為
、
二
○
名
ば
か
り
の
学
生
が
、
こ
の
旨

を
分
校
に
て
一
般
学
生
に
報
告
の
後
、
喚

声
を
あ
げ
て
突
然
東
側
警
備
線
南
端
に
現

わ
れ
、
西
方
向
に
移
動
し
始
め
た
」
と
し

て
い
る
。
こ
の
「
学
生
集
団
の
挑
発
」
に

つ
い
て
は
、
東
側
を
警
備
し
て
い
た
職
員

の
「
全
て
、
該
契
機
が
不
明
で
あ
る
」
と
い

う
証
言
を
引
き
な
が
ら
、「
我
々
は
、
現
在
、

学
生
の
集
団
行
動
を
確
か
に
否
定
し
或
は

確
か
に
肯
定
す
る
事
実
を
有
し
て
い
な
い
」

と
い
う
慎
重
な
結
論
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し
、「
一
時
一
八
分
、
四
本
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
所
持
し
た
数
名
の
学
生
が
、
時

計
台
東
側
に
現
わ
れ
、
西
側
の
植
込
み

に
位
置
し
た
」
と
い
う
「
同
学
会
の
計
画

性
」
が
云
々
さ
れ
る
「
プ
ラ
カ
ー
ド
」
問

題
に
つ
い
て
は
、「
天
皇
来
学
に
際
し
て
プ

ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
よ
う
と
い
う
何
ら
か
の

議
論
は
」、
同
学
会
で
も
、「
プ
ラ
カ
ー
ド

所
持
者
で
あ
る
文
学
部
学
生
の
所
属
す
る

文
学
部
自
治
会
」
に
お
い
て
も
、「
正
式
の

議
論
」
を
し
て
い
な
い
。
し
か
も
、「
プ
ラ

カ
ー
ド
は
、
そ
の
時
作
成
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、「
国
際
青
年
デ
ー
」（
一
一
月
七

日
）
用
と
し
て
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
プ
ラ

カ
ー
ド
四
本
を
当
日
数
名
の
学
生
が
運
ん

だ
」
も
の
で
あ
っ
た
。

　

天
皇
が
一
時
二
○
分
に
来
学
す
る
と
、

「
本
部
車
寄
せ
の
東
側
か
ら
、
多
数
の
人
に

よ
る
『
平
和
を
守
れ
』
の
歌
声
が
聞
こ
え

て
き
た
」。
し
か
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
も
証
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
誰
も
「
正

門
か
ら
本
部
ま
で
の
通
行
を
妨
げ
ら
れ
て

い
な
い
」。
奉
迎
の
人
び
と
が
車
を
「
包
囲
」

し
た
こ
と
も
、「
奉
迎
人
最
前
線
が
或
い
は

時
に
自
主
的
に
後
退
し
て
い
る
事
実
」
か

ら
見
て
も
、「
一
定
の
行
動
意
欲
を
も
た
な

い
単
な
る
群
衆
の
行
動
で
あ
っ
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
よ
う
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
も
「
同
学
会
委
員
の
若
干
名
」
は
、
必

死
に
「
来
迎
人
に
後
退
す
べ
く
指
示
」
し

て
い
る
。

　

こ
の
時
刻
に
、「
警
察
の
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
が
〝
大
学
の
命
令
だ
、
解
散
〟
と
放

送
し
た
」
が
、「
奉
迎
人
は
、
彼
等
に
発
せ

ら
れ
た
〝
解
散
〟
な
る
用
語
の
意
味
を
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
」。「
こ
の

放
送
は
、
事
務
局
長
の
指
示
に
よ
り
、
大

学
事
務
職
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
の

放
送
の
終
了
後
直
ち
に
数
十
名
の
武
装
警

官
が
入
構
し
来
っ
た
。
以
後
、
武
装
警
官

は
数
回
に
亘
っ
て
入
構
し
、
場
内
整
理
に

当
た
っ
た
。
最
後
の
警
官
隊
入
構
後
、
天

皇
は
踵
を
接
す
る
が
如
く
本
部
を
出
て
、

出
門
し
た
」。

　

報
告
書
は
、「
天
皇
来
学
前
後
に
発
生
し

た
事
態
は
、
統
一
一
貫
し
た
意
図
に
統
率

さ
れ
た
秩
序
あ
る
集
団
の
行
動
が
も
た
ら

し
た
事
態
で
は
な
く
、
群
衆
と
し
て
の
行

動
が
も
た
ら
し
た
事
態
で
あ
っ
た
」
と
結

論
づ
け
て
い
る
。
私
も
ま
た
、
吉
田
分
校

と
文
学
部
の
一
部
の
学
生
の
「
扇
動
」
は

あ
っ
て
も
、
一
二
日
の
行
動
は
自
然
発
生

性
の
強
い
民
衆
運
動
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
し
か
し
、
警
察
や
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ

れ
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
国
会
で
も
学
長

か
ら
青
木
宏
同
学
会
委
員
長
ま
で
喚
問
し

て
、
大
事
件
に
発
展
す
る
。
そ
し
て
、
水

谷
事
件
で
留
置
さ
れ
て
い
た
小
畑
氏
ら
八

名
の
同
学
会
役
員
が
、
み
せ
し
め
的
に
処

分
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
私
が
呆
れ
た
こ
と
の
ひ
と
つ

は
―
天
皇
行
幸
に
混
乱
が
起
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
京
大
当
局
は
十
三
日
、
学
部
長

会
議
を
開
き
、
さ
ら
に
十
四
日
朝
か
ら
京

大
清
風
荘
で
補
導
会
議
が
開
か
れ
た
。
こ

の
会
議
は
Ｃ
Ｉ
Ｃ
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
は
じ
め
、
斉

藤
国
警
長
官
、
法
務
府
高
官
の
監
視
の
も

と
に
行
わ
れ
、
更
に
こ
れ
ら
の
珍
客
の
た

め
に
山
海
の
珍
味
を
と
と
の
え
て
開
か
れ
、

同
学
会
の
解
散
、学
生
の
処
分
を
決
定
（
し

て
い
る
）。

　

い
か
に
占
領
下
と
は
い
え
、
京
大
の
補

導
委
員
会
が
、
警
察
や
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
監
視
下

で
開
か
れ
、
そ
こ
で
学
生
の
処
分
が
決
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
前
掲
『
青
年

祖
国
戦
線
』、
他
）。
当
時
の
日
本
の
植
民

地
的
な
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。




